

[image: Oracle Corporation]





目次

タイトルおよび著作権情報

はじめに

	対象読者
	ドキュメントのアクセシビリティについて
	関連ドキュメント
	表記規則


このガイドで説明する新機能

	12c (12.1.2)での新機能および変更された機能
	12c (12.1.2)に関するこのドキュメントにおけるその他の大きな変更


1 スタンドアロンHTTPサーバーのアップグレードの概要

	1.1 スタンドアロンOHSトポロジについて
	1.2 スタンドアロンOHSのアップグレード・プロセスの概要
	1.2.1 スタンドアロンOHSのアップグレード・プロセスのフロー・チャート
	1.2.2 スタンドアロンOHSのアップグレードのロードマップ





2 スタンドアロンOracle HTTP Serverのアップグレード

	2.1 アップグレード前の重要な考慮事項
	2.1.1 WebCache 11gのユーザー
	2.1.2 WebGate 11gのユーザー
	2.1.3 11gのアプリケーション・アーティファクト



	2.2 スタンドアロンOracle HTTP Server (OHS)のアップグレード
	2.3 アップグレード後タスクの実行
	2.3.1 11gのアプリケーション・アーティファクトの移行











Oracle® Fusion Middleware

スタンドアロンOracle HTTP Serverのアップグレード

12c (12.1.2)

E47973-01(原本部品番号:E41173-01)

2013年7月




Oracle Fusion MiddlewareスタンドアロンOracle HTTP Serverのアップグレード 12c (12.1.2.0)

E47973-01

Copyright © 2013, Oracle and/or its affiliates.All rights reserved.

原本主著者: Lisa Jamen

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクル社までご連絡ください。

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations.As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs.No other rights are granted to the U.S. Government.

このソフトウェアもしくはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアもしくはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション(人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む)への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性(redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、オラクル社およびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

OracleおよびJavaはOracle Corporationおよびその関連企業の登録商標です。その他の名称は、それぞれの所有者の商標または登録商標です。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。







はじめに

ここでは、次の項目について説明します。

	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
関連ドキュメント


	
表記規則





対象読者

このマニュアルは、Oracle Fusion Middlewareのアップグレードを担当するOracle Fusion Middlewareシステム管理者を対象としています。このマニュアルの読者は、次の知識があることを前提にしています。

	
Oracle Fusion Middleware 11gシステムの既存のデプロイメントの管理および構成情報


	
アップグレードするシステムの構成および予想される動作





ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

Oracleサポート・サービスでは、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。


関連ドキュメント

詳細は、Oracle Fusion Middleware 12c (12.1.2)のドキュメント・ライブラリにある次の関連ドキュメントを参照してください。

	
Oracle Fusion Middlewareのアップグレードのプランニング


	
Oracle HTTP Serverのインストールと構成


	
Oracle HTTP Serverの管理


	
Oracle Fusion Middlewareの管理


	
Oracle Fusion Middlewareの理解


	
Oracle Fusion Middleware Infrastructureへのアップグレード





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。













このガイドで説明する新機能

次のトピックでは、スタンドアロンOracle HTTP Serverの新機能や変更された機能について紹介し、詳細情報へのリンクを提供します。


12c (12.1.2)での新機能および変更された機能

アップグレード・プロセスを開始する前に、次のリストで12.1.2のスタンドアロンOracle HTTP Serversの変更点を確認してください。

	
インストーラは、Oracle HTTP Serverの個別のインスタンス・ディレクトリを作成しなくなりました。スタンドアロンOHSのインスタンス情報は、新しいスタンドアロン・ドメインホームに格納されます。詳細は、第1.1項「スタンドアロンOHSトポロジについて」を参照してください。


	
OPMNエージェントとopmnctlコマンドライン・ユーティリティは、Oracle Fusion Middlewareでは使用されなくなりました。かわりに、システム・コンポーネントはNodeManagerおよびWLSTコマンドによって管理されます。詳細は、第2章「スタンドアロンOracle HTTP Serverのアップグレード」を参照してください。





12c (12.1.2)に関するこのドキュメントにおけるその他の大きな変更

このガイドは、12c (12.1.2)のFusion Middlewareライブラリで初めて作成されました。







1 スタンドアロンHTTPサーバーのアップグレードの概要


この章では、Oracle Fusion MiddlewareのスタンドアロンOracle HTTP Serverの概略を紹介し、Oracle Fusion Middleware 11gのOracle HTTP Serverインスタンスのインストールからアップグレードするために実行する必要がある手順の概要を説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第1.1項「スタンドアロンOHSトポロジについて」


	
第1.2項「スタンドアロンOHSのアップグレード・プロセスの概要」






1.1 スタンドアロンOHSトポロジについて

12c (12.1.2)では、スタンドアロンOracle HTTP Server (OHS)はOracle WebLogic Serverによって管理されず、ここに登録されることもありません。スタンドアロンOracle HTTP Server 12.1.2トポロジは、Oracle Fusion Middlewareインフラストラクチャがなくてもインストールして構成できます。ただし、管理対象のOracle HTTP Server (OHS)は、既存のOracle WebLogic Serverドメインに関連付けられます。スタンドアロンのシナリオでは、Oracle HTTP Serverソフトウェアを独自のOracleホームにインストールし、Oracle HTTP Serverインスタンスを独自のスタンドアロン・ドメインに構成します。




	
関連項目:

	
スタンドアロンOracle HTTP Serverのインストールおよび構成の詳細は、「Oracle HTTP Serverのインストールと構成」を参照


	
新しい12cのスタンドアロン・ドメインの詳細は、Oracle Fusion Middlewareの理解のスタンドアロン・ドメインに関する説明を参照


	
OHSの管理シナリオおよび主な機能の詳細は、『Oracle HTTP Serverの管理』のOracle HTTP Serverの概要に関する説明を参照


	
管理対象OHSのアップグレードの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Infrastructureへのアップグレード』のインフラストラクチャのアップグレードの実行に関する説明を参照












図1-1は、スタンドアロンOHSのトポロジを示しています。


図1-1 スタンドアロンOHSアップグレード・トポロジ

[image: 図1-1の説明が続きます。]

「図1-1 スタンドアロンOHSアップグレード・トポロジ」の説明





表1-1は、このトポロジの要素についての説明です。


表1-1 Oracle Fusion MiddlewareスタンドアロンOHSアップグレード・トポロジの要素の説明

	要素	説明および追加ドキュメントへのリンク
	
WEBHOST

	
Oracleドキュメントで使用される標準的な用語で、Web層をホストするマシンを指す。


	
スタンドアロンドメイン

	
使用しているスタンドアロンOracle HTTP Serverを12c (12.1.2)にアップグレードするとき、システム・コンポーネントの管理ツールを提供するために、新しいスタンドアロン・ドメインが作成されます。

このスタンドアロン・ドメインにはOracle WebLogicドメインに類似したディレクトリ構造がありますが、これには管理サーバーまたは管理対象サーバーは含まれていません。Oracle WebLogic Serverのノード・マネージャおよびその他のツールを使用すると、スタンドアロンOracle HTTP Serverインスタンスを管理できます。

スタンドアロン・ドメインの詳細は、Oracle Fusion Middlewareの理解のスタンドアロン・ドメインに関する説明を参照してください。












1.2 スタンドアロンOHSのアップグレード・プロセスの概要

この後の項では、スタンドアロンOHSのアップグレードを実行する手順の概要を説明します。

	
スタンドアロンOHSのアップグレード・プロセスのフロー・チャート


	
スタンドアロンOHSのアップグレードのロードマップ






1.2.1 スタンドアロンOHSのアップグレード・プロセスのフロー・チャート

図1-2は、スタンドアロンOHSのアップグレードに関する手順の概要を示しています。各手順で使用するツールのリストも示します。

スタンドアロンOHSのアップグレードの詳細な手順は、第2章「スタンドアロンOracle HTTP Serverのアップグレード」で説明します。


図1-2 スタンドアロンOracle HTTP Serverのアップグレード

[image: 図1-2の説明が続きます。]

「図1-2 スタンドアロンOracle HTTP Serverのアップグレード」の説明









1.2.2 スタンドアロンOHSのアップグレードのロードマップ

表1-2では、スタンドアロンOHSをアップグレードするために実行する必要があるタスクを説明します。


表1-2 スタンドアロンOHSのアップグレード・プロセスの概要

	タスク	説明	ドキュメント
	
スタンドアロンOHSのアップグレードを確認します。

	
このドキュメントのこの手順では、スタンドアロンOracle HTTP Serverをアップグレードするプロセスについて説明します。WebLogic Serverドメインで管理されているOHSをアップグレードする場合は、アップグレード手順が異なります。

	
管理対象Oracle HTTP Serverのアップグレードの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Infrastructureへのアップグレード』のインフラストラクチャのアップグレードの実行に関する説明を参照


	
システム環境を確認します。

	
アップグレードを開始する前に、システムおよびネットワークの最小要件を満たしていることを確認します。

	
『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の動作保証とシステム要件の確認に関する説明を参照


	
Oracle HTTP Serverディストリビューションを入手します。

	
このガイドで説明するトポロジを作成するため、Oracle Fusion Middleware Oracle HTTP Serverディストリビューションを入手します。

	
『Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』の製品の配布の概要と入手方法に関する説明を参照


	
ソフトウェアをインストールします。

	
インストール・プログラムを実行してソフトウェアをインストールします。これによって、ソフトウェアをシステムに転送し、新しいOracleホーム・ディレクトリを作成します。

	
「スタンドアロンOHSのインストール」を参照


	
アップグレード・アシスタントを実行します。

	
インストール後、アップグレード・アシスタントを使用してOHSおよびシステム・コンポーネント・インフラストラクチャをアップグレードします。

	
「アップグレード・アシスタントの起動」を参照


	
必要なアップグレード後手順を実行します。

	
アップグレード後に追加手順の実行が必要になる場合があります。

	
「アップグレード後タスクの実行」を参照


	
アップグレードが成功したことを確認します。

	
OHSが予期したとおりの機能を続行している必要があります。アップグレード後の問題がある場合は、インストールのトラブルシューティングを実行してアップグレードを再試行する必要があります。

	
『Oracle HTTP Serverの管理』のOracle HTTP Serverのトラブルシューティングに関する説明を参照


	
ノード・マネージャおよびOHSを起動します。

	
アップグレード後、ノード・マネージャおよびOHSを起動します。

	
「ノード・マネージャの起動」および「スタンドアロンOHSサーバーの起動」を参照

















2 スタンドアロンOracle HTTP Serverのアップグレード


この章では、既存のOracle WebLogic Server (WLS)ドメインによって管理されていない、または登録されていない、11gのスタンドアロンOracle HTTP Serverをアップグレードする手順について説明します。




	
注意:

Oracle WebLogic管理対象のOracle HTTP Serverをアップグレードする場合は、『Oracle Fusion Middleware Infrastructureへのアップグレード』を参照してください。









この章の構成は、次のとおりです。

	
第2.2項「スタンドアロンOracle HTTP Server (OHS)のアップグレード」


	
第2.3項「アップグレード後タスクの実行」







	
注意:

この章の情報は、『Oracle Fusion Middlewareのアップグレードのプランニング』を読んで必要なアップグレード前タスクを実行したことを前提としています。











2.1 アップグレード前の重要な考慮事項

アップグレードを開始する前に次の各項をよく確認して、スタンドアロン11g Oracle HTTP Server (OHS)を12c (12.1.2)にアップグレードした場合に、既存の設定で問題が発生するかどうかを判別してください。

	
WebCache 11gのユーザー


	
WebGate 11gのユーザー


	
11gのアプリケーション・アーティファクト







	
注意:

アップグレードを開始する前に、互換性および相互運用性に関するマニュアルを確認してください。このガイドでは、12c (12.1.2)アップグレード前の追加の考慮事項について説明します。











2.1.1 WebCache 11gのユーザー

11g環境でWebCacheを使用している場合は、次の制限事項を考慮してください。

	
12cにはWebCacheはありません。そのため、WebCacheのアップグレードはありません。


	
WebCache 11gを12c OHSのフロントエンドにする組合せは動作保証されません。


	
11gでWebCacheおよびOHSの両方を使用している場合は、OHSのみ12cにアップグレードできます。この場合、11gのWebCacheを無効にして、トラフィックをOHSに直接送信するように構成を変更する必要があります。


	
11gでWebCacheとOHSの両方を使用し、それらをOracle WebLogic Server (WLS)ドメインに登録してFusion Middleware Controlによって管理している場合は、WLSドメインも12cにアップグレードする必要があります。この場合、関連するOHSも12cにアップグレードします。ただし、WebCacheは、12cのFusion Middleware Controlから削除することになります。









2.1.2 WebGate 11gのユーザー

WebGateはOHS 12c (12.1.2)インストールの一部に含まれており、アップグレード・アシスタントによってOHSアップグレード処理の一部としてアップグレードされます。






2.1.3 11gのアプリケーション・アーティファクト

11gのアプリケーション・アーティファクトがあり、12c (12.1.2)でも引き続き使用する場合は、次をよく確認してください。

	
11g Oracleインスタンスから12cドメインへのOHSアップグレードの一部として、OHS構成ディレクトリのレイアウトが、Oracleインスタンスからスタンドアロン・ドメインに移行されます。


	
Oracleインスタンスのコンポーネント構成ディレクトリにあるOracle HTTP Server 11gの構成ファイルは、自動的に移行されます。


	
Oracleインスタンス内にあるアプリケーション・アーティファクトは、任意の組合せの静的ファイル(HTMLまたはイメージ、CGIまたはFastCGIのスクリプトまたはアプリケーション、サード・パーティのモジュールなど)を含めて、12c (12.1.2)へのアップグレード後に手動で移行する必要があります。

詳細は、第2.3.1項「11gのアプリケーション・アーティファクトの移行」を参照してください。











2.2 スタンドアロンOracle HTTP Server (OHS)のアップグレード

次のタスクを実行して、スタンドアロンOHSのアップグレードを完了します。

	
タスク1「スタンドアロンOHSのインストール」


	
タスク2「アップグレード・アシスタントの起動」


	
タスク3「アップグレード・アシスタント画面での入力」


	
タスク4「必要なアップグレード後タスクの実行」


	
タスク5「アップグレードの確認」


	
タスク6「ノード・マネージャの起動」


	
タスク7「スタンドアロンOHSサーバーの起動」




	
	タスク1   スタンドアロンOHSのインストール
	
インストール・プログラムを起動するには、次の手順を実行します。

	
ターゲット・システムにログインします。


	
インストール・プログラムをダウンロードしたディレクトリに移動します。


	
次のコマンドを入力して、インストール・プログラムを起動します。

	
Linuxの場合:

./ohs_121200_linux64.bin


	
Windowsの場合:

ohs_121200_win64.exe




インストール・プログラムがソフトウェアのインストールを開始します。

インストール・プログラムの各画面の説明は、『Oracle HTTP Serverのインストールと構成』のインストール画面でのナビゲートに関する説明を参照してください。




表2-1に、インストーラ画面で選択する必要のある、スタンドアロン固有のインストール・オプションを示します。




	
注意:

インストールが完了すると停止します。アップグレード・アシスタントを起動して、スタンドアロンOHSドメインを作成し構成します。構成ウィザードを使用して、新しいOracle HTTP Serverドメインを構成しないでください。










表2-1 スタンドアロンOracle HTTP Serverのインストール・オプション

	画面	説明および必要なアクション
	
インストール・タイプ

	
最初のオプションスタンドアロンHTTPサーバー(WebLogic Serverとは切り離して管理)を選択します。

「次へ」をクリックします。

[image: installation_type_sm.pngについては前後の文で説明しています。]
	
インストール・サマリー

	
スタンドアロンOHSのインストール場所、ディスク領域、およびインストールされる機能セットを確認します。この情報を確認した後にのみインストールをクリックします。

注意: インストール・サマリーには、ユーザーによって異なるスタンドアロンOHSのインストール場所と選択内容が表示されます。次に表示するのは一例です。

[image: ohs_features.pngについては前後の文で説明しています。]






	
	タスク2   アップグレード・アシスタントの起動
	
グラフィカル・ユーザー・インタフェースを使用してアップグレード・アシスタントを起動するには、製品をインストールしたOracleホームのoracle_commonディレクトリにナビゲートします。

	
ディレクトリを、ORACLE_HOME/oracle_common/upgrade/bin(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはORACLE_HOME\oracle_common\upgrade\bin(Windowsオペレーティング・システムの場合)に変更します。


	
次のコマンドを入力してアップグレード・アシスタントを起動します。

UNIXオペレーティング・システムの場合:

./ua

Windowsオペレーティング・システムの場合:

ua.bat





	
	タスク3   アップグレード・アシスタント画面での入力
	
表2-2は、スタンドアロンOracle HTTP Serverインストールが格納されているOracleホームからアップグレード・アシスタントを起動したときに表示される画面の説明です。

インストール画面に関して詳細な情報が必要な場合は、画面名をクリックします。


表2-2 アップグレード・アシスタント画面: スタンドアロンOHSのアップグレード

	画面	説明
	
ようこそ

	
この画面にはアップグレード・アシスタントの概要と、重要なアップグレード前タスクに関する情報が表示されます。


	
スタンドアロン・コンポーネント

	
「新規ドメインの作成」を選択します。

「次へ」をクリックします。

注意: アップグレードした11gシステム・コンポーネント用に新しい12.1.2スタンドアロン・ドメインをすでに作成していた場合は、「既存のドメインの更新」オプションを使用して、そのスタンドアロン・ドメインを拡張できます。

「既存のドメインの更新」オプションは、以前にUAを実行して「新規ドメインの作成」オプションを選択していた場合にのみ使用します。


	
コンポーネント・リスト

	
スタンドアロン・システム・コンポーネントのインフラストラクチャと、アップグレードできるOracle HTTP Serverを表示します。


	
前提条件

	
この画面では、アップグレードを続行する前にすべての前提条件が満たされていることを確認する必要があります。

すべてのボックスを確認してから続行してください。


	
インスタンス・ディレクトリ

	
OHSをアップグレードするときは、アップグレードする11gインスタンスのディレクトリの場所を示す必要があります。このインスタンスは、新しい12c OHSインスタンスを構成するための基礎として使用されます。11gのOHSインストールは変更されません。

必要に応じて、+をクリックして11gインスタンス・ディレクトリを追加します。


	
ノード・マネージャ

	
この画面では、スタンドアロン・ドメインに使用する新しいノード・マネージャを作成します。

注意: この画面は「新規ドメインの作成」オプションを選択した場合にのみ表示されます。「既存のドメインの更新」を選択した場合には表示されません。


	
調査

	
この画面にはアップグレード・アシスタントのステータスが表示されます。アップグレード・アシスタントは各コンポーネントを調査して、コンポーネントのアップグレード準備が整っていることを確認します。

調査フェーズが失敗した場合は、アップグレードのトラブルシューティングに関する説明で、一般的なアップグレード・エラーの解決方法を参照してください。


	
アップグレード・サマリー

	
この画面では、選択したアップグレード・オプションを確認できます。これらのオプションをレスポンス・ファイルに保存する場合は、「保存」をクリックして、レスポンス・ファイルの場所と名前を指定します。レスポンス・ファイルは、後でサイレント・アップグレードを実行する場合に使用できます。

サイレント・インストールまたはコマンドライン・インストールの詳細は、『Upgrade Assistantによるアップグレード』のサイレント・アップグレードの実行に関する説明を参照してください。


	
アップグレードの進行状況

	
この画面には、アップグレード処理のステータスが表示されます。


	
アップグレード成功

または

アップグレード失敗

	
アップグレードが成功しました。新規インストールでコンポーネントを機能させるために手動で実行する必要のあるタスクが、アップグレード後のアクションのウィンドウに表示されます。

または:

指定したコンポーネントのアップグレードが失敗しました。アップグレード・アシスタントを再起動する必要があります。

アップグレードが失敗した場合は、アップグレードのトラブルシューティングに関する説明で、一般的なアップグレード・エラーの解決方法を参照してください。








	
	タスク4   必要なアップグレード後タスクの実行
	
環境によって、アップグレード後に追加のポストアップグレード手順の実行が必要になる場合があります。ユースケース・シナリオによって追加のタスクが必要かどうか判別するには、「アップグレード後タスクの実行」を参照してください。


	
	タスク5   アップグレードの確認
	
OHSのアップグレードが正常に完了したことを確認するには、サーバーを再起動し、意図したとおりに動作していることを確認します。タスク6および7が正常に完了することが、正常なアップグレードの最初の指標になります。

アップグレード後の問題が発生した場合は、インストールのトラブルシューティングを実行してアップグレードを再試行する必要があります。詳細は、『Oracle HTTP Serverの管理』のOracle HTTP Serverのトラブルシューティングに関する説明を参照してください。


	
	タスク6   ノード・マネージャの起動
	
ノード・マネージャを起動するには、DOMAIN_HOME/binディレクトリに移動します

UNIXオペレーティング・システムの場合、次に示すようにノード・マネージャを起動して、nohupおよびnm.outを出力ファイルの例とします。


nohup ./startNodeManager.sh > nm.out&


Windowsオペレーティング・システムでは次を実行します。


startNodeManager.cmd





	
注意:

Windowsオペレーティング・システムでは、ノード・マネージャを起動サービスとして構成することをお薦めします。これにより、システムが再起動されるたびにノード・マネージャが自動的に起動します。

詳細は、『Oracle WebLogic Serverノード・マネージャの管理』の、ノード・マネージャを起動サービスとして実行する方法に関する説明を参照してください。










	
	タスク7   スタンドアロンOHSサーバーの起動
	
スタンドアロンOHSサーバーを起動するには、DOMAIN_HOME/binディレクトリに移動し、次のコマンドを実行します。

UNIXオペレーティング・システムでは、次のようにします。


DOMAIN_HOME/bin/startComponent.sh ohs_name


Windowsオペレーティング・システムの場合:


DOMAIN_HOME\bin\startComponent.cmd ohs_name


詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの管理』のシステム・コンポーネントの起動と停止に関する説明を参照してください。









2.3 アップグレード後タスクの実行

この項では、一部のアップグレード・シナリオに必要なアップグレード後タスクについて説明します。アップグレード・シナリオによっては適用しないタスクもあります。次の各項を確認して、環境に適用されるタスクのみを実行してください。

	
11gのアプリケーション・アーティファクトの移行






2.3.1 11gのアプリケーション・アーティファクトの移行

Oracleインスタンス内にあるすべての11gアプリケーション・アーティファクトを、HTMLまたはイメージ、CGIまたはFastCGIのスクリプトまたはアプリケーション、サード・パーティのモジュールなど、任意の組合せの静的ファイルを含めて手動で移行する必要があります。11g構成によって参照されていたが、Oracleインスタンスの外部のディレクトリに保存されていたアプリケーション・アーティファクトは、Oracle HTTP Server 12cが使用する移行した構成によって引き続き参照されます。

たとえば、あるサード・パーティのプラグイン・モジュールがOracle HTTP Server 11gのOracleホームにインストールされており、次の例に示す構成を使用してOracleホームの場所から参照されていた場合は、このプラグイン・モジュールを12c (12.1.2) Oracle HTTP ServerのOracleホームに手動でインストールするか、またはアップグレードした構成を変更して別の場所で参照する必要があります。


LoadModule example_module "${ORACLE_HOME}/ohs/modules/mod_example.so"


同様に、静的ファイルが11gのコンポーネント構成ディレクトリ内の/htdocsディレクトリにコピーされていた場合は、これらのファイルも12c (12.1.2)インスタンスの構成ディレクトリに手動でコピーするか、またはアップグレードされた構成を修正して別の場所で参照する必要があります。他のタイプのアプリケーション・アーティファクトは、同様の手順で手動で移行する必要があります。










This illustration shows the Oracle HTTP Server standalone topology that will be achieved by the end of this installation. It is described in the surrounding text.


Upgrade procedures described in table below.
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